
 

 

第 7 回 

ふるさと高原山を愛する集い 

実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 催 日：令和元年９月 29 日(日) 

開催場所：尚仁沢はーとらんど 

 

 

ふるさと高原山を愛する集い実行委員会 
 

 



 

 



プログラム 

 

13:30～ 開会、あいさつ 

 

見形和久会長 

全国山の日協議会、来賓代表 

13:40～ オープニング 「故郷の山が見える」等 

    ケーナ演奏 青木修司委員 

14:00～ 高原山麓サミット 高原山麓での保全活動をみんなで考えよう 

コーディネーター 見形和久会長 

パネラー     齋藤淳一郎さん（矢板市長） 

         山口孝さん（塩那森林管理署長） 

         坂本安男さん（「日光の木」利用総合戦略委員会アドバイザー） 

コメンテーター  市川貴大事務局長 

15:00～ ふるさと高原山宣言 井澤晴雄委員 

15:10～ 講話 「私と高原山」 谷畑方夫副会長 

15:30 閉会および苗木配布 

 

見形和久会長 

※苗木(アジサイ、ハナモモ)の配布  塩谷町緑化推進委員会 

      司会          水野雅章委員 

      受付等運営       各委員 
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2019.10.19 

 

ふるさと高原山を愛する集い 

～ふるさとを思い、高原山麓での保全活動をみんなで考えよう～ 

 

ふるさと高原山を愛する集い実行委員会 市川 貴大 

 
 第７回ふるさと高原山を愛する集いが令和元年９月２９日（日）に尚仁沢はーとらんど

にて開催されました。第１回目は平成２５年５月２６日に日々輝学園体験学習館（旧塩谷

高等学校）体育館（６５０名参加）、第２回目は平成２６年１０月２６日に尚仁沢はーとら

んど（３００名参加）、第３回目は平成２７年１０月２５日に玉生運動広場（７００名参加）、

第４回目は平成２８年１０月３０日に玉生運動広場（６００名参加）、第５回目は平成２９

年１０月２９日に玉生運動広場（台風のため食材配布のみ）、第６回目は平成３０年１０月

８日（祝）に玉生運動広場（３５０名参加）にて開催しました。今回は尚仁沢はーとらん

どにて実施しましたので報告いたします。 

 

 「山の日」を国民の祝日にしようということでふるさと高原山を愛する集いを開催し、

祝日後は「山の日」のお祝いと意義の周知を中心に開催してきました。しかしながら、国

民の祝日「山の日」が周知されてきた今日、ふるさと高原山を愛する集い実行委員会とし

て、今後の目標を有する必要があるという意見が出てきました。 

 様々なイベント案を検討したのですが、実行委員

会として意見が一致せず、検討を重ねたところ、以

前実施していた１市３町による高原山山開きのよ

うなイベントを少なくても塩谷町側は継続展開し

ていこうという意見で一致しました。そこで、以前

実施していた１市３町による高原山山開きの再開

を将来的に模索すべく、高原山麓での環境保全活動

について公開で議論する場を設定することにしま

した。 

 

 これまで３班体制で実施してきましたが、最後の

班が釈迦ヶ岳山頂に合流するのが大変との声があ

りましたので、２班体制で実施しました。 

 １班は市川貴大が隊長で７：００発、２班は青木

修司が隊長で７：４０発です。３８名が釈迦ヶ岳山

頂を目指しました。釈迦ヶ岳山頂では、見形和久会

長と塩那森林管理署の山口署長にあいさつをいた

だき、記念撮影を行いました。１名は残念ながら途



中下山されましたが、冷涼な気候で気持ちよく歩くことができました。参加者には尚仁沢

はーとらんどで使える地域通貨「でれ」が配布され、１９１枚が使用されました（２０５

枚配布、利用率９３％）。 

 

表 ふるさと高原山を愛する集い実行委員会による活動実績 

 

 

 栃木県自然環境課が６月１７～２８日、県庁１５

階にてふるさと高原山を愛する集い実行委員会の

活動等を PR してくださることになり、谷畑方夫副

会長をはじめとする船村徹ふるさと会が作成され

た作品（模造紙）と高原山の写真を期間中掲載いた

だきました。 

 

 実は昨年から、企業との連携によりバーベキュー大会等を実施しようと様々な形でアプ

ローチをかけており、具体化できるのではと期待をしていましたが、残念ながら企業から

の具体的な動きが得られませんでした。このため今年は収益をともなう活動を展開するこ

とが厳しいのではという見解になりました。 

年月日 参加人数 場所 内容

2019年2月17日 4名
星ふる学校
「くまの木」

・里山学講義を共催

2019年5月11日 6名
はーとらんど
駐車場

・はーとらんど臨時駐車場の草刈り

2019年5月18日 40名 高原山
・高原山山開き
・2班体制で実施

2019年6月9日 14名
星ふる学校
「くまの木」

・ふるさと高原山を愛する集いについて（見直し）

2019年7月6日 11名
星ふる学校
「くまの木」

・はーとらんどの活用を軸に進めることを確認

2019年7月14日 6名 塩谷町役場１F ・会長急遽不在のため現状の確認を実施

2019年7月27日 6名
上寺島

活性化施設
・バーベキュー、ハイキング、集い打合せ

2019年8月16日 3名
尚仁沢

はーとらんど
・名水鑑賞広場付近の草刈り
・バーベキュー受付準備

2019年8月17，
18，24，25日

各3～4名
尚仁沢

はーとらんど
・バーベキュー実施
・当日申込者はいなかった

2019年9月1日 11名
上寺島

活性化施設
・集い当日の役割分担
・次期副会長の選出

2019年9月28日
6名
12名

イヌブナ自然林
尚仁沢

はーとらんど２F

・守子神社登山口～イヌブナ自然林までのササ刈り
・ふるさと高原山を愛する集いの準備

2019年9月29日
30名
80名

イヌブナ自然林
尚仁沢

はーとらんど２F

・イヌブナ自然林ハイキング
・ふるさと高原山を愛する集いの実施

2019月11月9日，
12月11日

各3名 高原山 ・高原山登山道のササ刈り



 ６月９日の打合せでは設立後はじめて意見が紛

糾しまとまらず、事務局案は否決されました。この

ため、委員に今年実施したいことを事前に検討して

いただき、７月６日に解散も辞さない覚悟で打合せ

を実施しました。すると、高原山山開きや写真サー

クルあそぼ有志、船村徹ふるさと会などのコアメン

バーが集まってくださり、今年は尚仁沢はーとらん

どに焦点をあて、企画を試行してみようということ

で意見が一致し、活動を継続することにしました。 

 ２０１９年７月２１日、NHK「小さな旅」にて「い

がぐりと昆虫少年の夏～栃木県・塩谷町～」が放映

されました。ふるさと高原山を愛する集い実行委員

会とくまの木里山応援団は高原山麓での環境保全

活動が評価され、収録いただきました。特に、約２

０年前塩谷町側の高原山登山道がわからないくら

いになっていたため、登山道を再び整備された青木

修司次期副会長や、しそ栽培と尚仁沢湧水で仕込ん

だしそジュースを作られている谷畑方夫副会長の

活動などが採用になりました。 

  

 株式会社トヨタさんの食品製造施設にて、尚仁沢

湧水と谷畑方夫副会長および市川貴大の栽培した

シソを使って、オリジナルの「しそジュース」（５

００ml ビン）を製造しました。摘み取りから製造ま

で取組みましたが、特に製造は暑くてなかなか大変

でした。良い経験をさせていただき、お忙しい中、

無理やり予定を組んでくれた株式会社トヨタさん

に感謝いたします。 

 

 今回は昨年バーベキュー参加者のみの周知とし、

実際に尚仁沢はーとらんどにお越しのお客様がバ

ーベキューに関心があるのかどうかを調べるため

に開催することにしました。塩谷町役場から１F の

倉庫の場所をお借りし受付の準備をしました。さ

て、会場の名水鑑賞広場はというと、草ぼうぼうで

歩きたくないくらいのレベルでした。しかもクズの



つるなどもはびこっていて、公園の管理状況に閉口しました。そして、青木修司次期副会

長と市川で、できる範囲内で草刈り＆つる切りを行いました。 

 

 「はーとらんど de バーベキュー」が令和元年８

月１７、１８、２４、２５日に尚仁沢はーとらんど

の名水鑑賞広場にて開催されました。今回は事前予

約制とし、事務局分含めて３．５、５、３、３の計

１４．５セットの申込をいただきました。 

当初は尚仁沢はーとらんどの受付にて、備品の貸

し出しスタイルにしましたが、不評だったため、事

前に名水鑑賞広場にバーベキューコンロとテーブ

ル＆イスセットをセッティングしたところ好評と

なりました。 

食材については、当日飛び込み参加を期待しまし

たが、現れず、バーベキューコンロ購入者もいませ

んでした。現状ではバーベキューに関心のある来客

は少ないようです。また、名水鑑賞広場の草刈り等

管理不十分なことと、一般利用者がほとんどいない

など、予想以上に尚仁沢はーとらんど全体の一般利

用者が少ないことが浮き彫りになりました。 

一方、名水鑑賞広場の木陰は予想以上に涼しく好

評でした。尚仁沢湧水が飲めるのも良いところで

す。25 日は子供さんやお孫さんか来てくださり、

楽しんでいました。また、仲間同士の交流の場としてのご利用もありました。 

「昔はダムの水面が見えたが、いまは草ぼうぼう」、「楽しむ空間がたりない」、「8 月は

暑く、雷雨もある」、「実施日は分散しないほうがいい」、「音楽はあった方がいい」、「もっ

と賑やかな方がいい」など、利用者から貴重なご意見をいただきました。 

バーベキューについては、子供やお孫さんが喜ぶことや、人々との交流の場にも活用で

きることがわかり、無理をしない範囲内での実施はありではないかと感じました。 

 

 「イヌブナ自然林ハイキングの講師とふるさと高

原山を愛する集いのコメンテーターに当会顧問の

谷本𠀋夫宇都宮大学名誉教授にお願いしておりま

したが、急遽当日の参加が困難との連絡があり、一

時期慌てふためきました。イヌブナ自然林ハイキン

グについては、宇都宮大学の大久保達弘教授のご推

薦で、宇都宮大学大学院の柴野達彦さんにお願いす



ることになりました。 

柴野さんの研究室の先輩にあたる吉田弘一さん

がハイキングの準備から参加してくださることに

なり、９月２８日の午前中、倭文廣隊長を含め６名

でハイキングコースのササ刈りをしました。 

午後は翌日のふるさと高原山を愛する集いの準

備をしました。パイプ椅子や必要備品等を２F にあ

げるのは予想より大変でしたが、委員の皆さんのお

かげでスムーズに準備ができました。 

 尚仁沢湧水の上流部に位置する国の天然記念物

である「イヌブナ自然林」を観察するために、９月

２９日（日）、守子神社登山口の手前を起点にハイ

キングを開催しました。今回は３０名が参加してく

ださり、塩那森林管理署の山口孝署長による国有林

の話と宇都宮大学大学院の柴野達彦さんによるブ

ナ・イヌブナの話をいただきました。柴野さんは樹

木の違いの見極め方について、実物を通して丁寧に

説明してくださり、中山信子委員から、「声が遠く

まで聞こえてわかりやすかったので、次回も是非」とのコメントをいただきました。 

 今年の秋の週末は天気が悪く何度も順延をしま

した。１１月９日（土）には青木修司さん、柿沼俊

範さんと市川の３名で、西平岳登山口から西平岳と

中岳の間までササ刈りをしました。この日は台風１

９号の林道被害で、登山口まで往復歩いたことなど

で、釈迦ヶ岳まで行けませんでした。 

つづいて予定日が悪天候のため、１２月１１日

（水）に青木修司さん、井澤晴雄さん、柿沼俊範さ

んと市川の４名で前山登山口から釈迦ヶ岳を目指

しましたが、今度は市川の刈払機の不調でトリドの

池止まりで引き返しました。残りの部分は来年実施

する予定です。 

 

 

 

 

 



 受付は杉山太郎さんと栗田春奈さんにお願いし

ました。イヌブナ自然林ハイキングはほぼ予定通り

に終了しましたので、準備に合流しました。 

尚仁沢はーとらんどで開催すると以前から参加

者が減少する傾向がみられましたが、一般参加者が

結構来てくださいましたので、用意したパイプ椅子

と座敷席が程よく埋り、約８０名にお集まりいただ

きました。 

 

今年の司会は水野雅章委員です。今年のふるさと

高原山を愛する集いのテーマは「高原山麓での保全

活動をみんなで考えよう」ということで、２００７

年から２０１１年まで高原山麓活性化委員会の中

心的人物であった水野雅章さんこそが司会に最適

とのことで、お受けいただきました。集い開催中、

始終和やかな進行をいただきました。 

ふるさと高原山を愛する集い実行

委員会の見形和久会長から開会あい

さつを行いました。『故船村徹先生は

「高原山は『山の日』発祥の地である」

とおっしゃっておられた。今日の集い

で出た話を具現化していくにあたり、

塩谷町だけではできる話ではなく、ど

うしたら実現できるのかみんなで考

えていこうと思う』と述べられまし

た。 

来賓代表として、矢板市の斎藤淳一

郎市長から、『玉生に近い倉掛出身で

あり、ふるさとの山「高原山」を愛する想いは皆さんと変わらない。これからの地方創生

のポイントとして、高原山麓に広がる豊富な森林資源または緑であり、国、県、塩谷町の

皆さんとも力を合わせて取組んでいきたい』と述べられました。 



今年も全国山の日協議会からご後援を賜り、会

場にはお父様が塩谷町船生地区ご出身の手塚友惠

事務局長にお越しいただき、全国山の日協議会の

谷垣禎一会長のメッセージについて『「ふるさとを

思い敬う心」、それはまさに塩谷町出身の故船村徹

先生の「山は心のふるさと」という言葉、そして山

の趣旨である「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に

感謝する」にも通じており、「ふるさと高原山を愛

する集い」が末永く継続して開催されることを心より願っています』と代読いただきまし

た。 

  

青木修司次期副会長は以前から、ケーナ奏者 Ren

さんに師事されておられ、たまたま本人から「集い

にケーナなんてどうだろう？」というお話を伺った

ことがきっかけでご披露いただくことにしました。

本当はギターの伴奏がつく予定でしたが、今回はピ

ンでやっていただくことにしました。我々のテーマ

ソング「故郷の山が見える」と「別れの一本杉」を

披露いただきました。 

 

 

 

コーディネーターに見形和久会長、パネラーに齋藤淳一郎市長、山口孝署長（林野庁塩

那森林管理事務所）、坂本安男代表（「日光の木」利

用総合戦略委員会アドバイザー、宮まちづくりネッ

トワーク代表）、コメンテーターに市川貴大事務局

長として、「高原山麓の保全活動をみんなで考えよ

う」をテーマに会場全体で議論を展開しました。 

 最初に、市川貴大事務局長から、これまでの活動

の概要を説明したのち、高原山麓の保全活動につい

ては、行政や民間、関係人口等との「共創」や広域

連携などが必要であることを指摘しました。 



 齋藤淳一郎市長からは、「国や県の協力の下高原

山麓の森林資源をフル活用していくために、①国の

林業成長産業化地域創出モデル事業に指定され、今

後塩谷町とどうタイアップしていけるか、②国の地

方創生推進交付金の地域間連携で矢板市と塩谷町

で一緒にやっていけないかと考えています」と述べ

られました。山口孝署長からは、「高原山の大部分

が国有林であり、ブナやイヌブナの森林は保護林と

して維持していくこととしています。また、八方ヶ原では矢板市と連携してレクリエーシ

ョンの森として開放しています。一方、植栽したスギやヒノキ林では伐期を迎えています。

地元の方がどうしていきたいのかを受け止め、実現できるようお手伝いしていきたい」と

述べられました。会場から、矢板森林管理事務所の

大栗英行所長が「高原山は県有林も多く、特に県民

の森では広く県民に活用いただいている。皆さんの

ために森林資源を活用していくのかについて、ご意

見をいただきながら考えていきたい」と述べられま

した。見形和久会長から「町有林は約 260ha ある

が、植栽から約６０年が経過し伐期を迎えていま

す。宇都宮大学演習林も町内に 520ha あり、国県

含めて、地域資源の活かしたかを検討していきた

い」とまとめられました。 

 つづいて、坂本安男代表から「①地域観光資源に

高原山がエントリーされていないので、エントリー

すべきだ、②塩那の木材についても地域観光資源に

エントリーされていないのでエントリーすべきだ、

③民間はメリットがあれば投資するわけで、今後の

まちづくりに民間の力が必要だ」と述べられまし

た。齋藤淳一郎市長からは「おしらじの滝が注目さ

れ始め、県民の森も 3 社による指定管理者による

管理になってから入込客数が増加していること、矢板、塩谷だけでは伸びてはいかず、市

町域を超えた周遊できる仕組みづくりに努力しなければならない」と述べられました。山

口孝署長からは「伐採する森林と伐採しない森林があります。伐採しない森林には人をど

う呼び込むのかが課題です。おしらじの滝など知名度があがっており、人を呼び込む資源

はあります」と述べられました。見形和久会長からは「観光は町限定では難しい。矢板に

は様々な観光資源があり、広域で楽しんでもらえるようなコースを考えていく必要があり

ます」とまとめられました。 



 坂本安男代表から、「尚仁沢はーとらんどの売店ではペットボトル 2L の空容器が 108 円

で売られていたが、スーパーでは天然水が入ってもっと安いのではないか。一方、尚仁沢

湧水は無料である。無料はおかしい。地域のために例えば、業務用製氷機を導入してイベ

ントで販売するなど、地域のためにお金を落とす仕

組みづくりが重要だ。また、例えばバーチャルな高

原山案内も情報をいただければ映像コンテンツを

作成可能です。今日配布したやまもりマップは鳥観

図となっていて、観光と木の PR となっています。

それぞれの組織体の経営資源をミキシングしてい

く仕組みが大切だ」と追加で述べられました。見形

和久会長からは『高原山は「ふるさとの山」だが、

登ったことがないとそうは思わないだろう。子供のうちに登ってもらう機会を作ることも

必要ではないかと思っています。また、以前は 1 市 3 町で高原山山開きを開催していた経

緯があり、工夫をしてまずは矢板市と連携協力できればと思っています』と追加で述べら

れました。 

 会場から質問等をお受けしたところ、那須塩原市在住の古田さんから、「地域資源の整理

が必要と感じました。事業関連を検討する場があるのか」との問いに対して、齋藤淳一郎

市長は「場はないが、各地で環境保全団体が活動展開されており、一堂に会し、一緒にし

ていくといったことはそんなに難しくないと考えています」と回答されました。また、宇

都宮でのホテル業の木村さんからは、『ふるさとの山である「高原山」はすばらしいので、

是非一人一人広げていってほしい。郷土愛をもって、高原山を活用していきましょう』と

の前向きな意見をいただきました。 

 

今年は実行委員で高原山登山道の整備や高原山

山開き等のボランティアに積極的な井澤晴雄委員

に、「ふるさと高原山宣言」を読み上げていただき

ました。宣言にもあるように、「ふるさと“高原山”

への思いと「山の日」の意義を共有し、高原山麓で

の保全活動を展開し続けていくことが大切だと改

めて来場者とともに認識を新たにしました。 

 

谷畑方夫副会長には、これまでふるさと高原山を愛する集い実行委員会の立上げから今

日まで打合せやボランティアなどほとんどといっていいほど参画いただいてきました。た

だ、先生も御年 87 歳で、副会長を更新に譲りたいとの申し出をいただき、講話の機会を設



けさせていただきました。 

 『船生生まれで、当会名誉顧問だった故船村徹先生とは同級

生で、小学校時代一緒に遊ばせてもらいました。当時は兵隊ご

っこを森の中で遊びながら、「高原山に一度登ってみたいなぁ」

と思っていました。小学校 5 年生の時、川村青年団は「高原山

の日」というものがあり、釈迦ヶ岳まで一緒に登りました。山

頂から船生や玉生を見て、「小さな町だなぁ」と感じた思い出が

あります。小学校に向かうときはいつも「高原山」を眺めてい

ました。家の近くの富士山の山頂からも高原山が良く見えま

す。塩原の小学校で教鞭もとったが、塩原からより、やはり南

側（矢板・塩谷）からみる高原山は素晴らしい。小学校の授業

で高原山学校登山やスキー教室も企画し、ご父母や生徒らとは

いまでもおつきあいをしています。やはり子供たち

に「高原山」「自然」の感性を持たせてあげたい。

退職後は故和気辰夫さんからの写真サークル「あそ

ぼ」へのお誘いもあり、高原山や風景の写真をたく

さん撮りました。1 市 3 町で行った高原山山開きで

は、故和気辰夫さんの体調不良で、代役として釈迦

ヶ岳山頂にて万歳三唱を行った思い出もあります。

ふるさと高原山を愛する集いでの一番の思い出は、

第 1 回目の時に塩谷中学校の生徒が発表してくれ

たことです。うれしく思いました。広域で自然を守

り、塩谷町のいいところを見つけ、子孫に伝え、1

人でも多く住み続けてほしいと願います』と述べら

れました。 

 「手のあげ方で成績がわかる」など小学校の先生

らしく、始終なごやかな雰囲気でお話しいただきま

した。今後も当会顧問として叱咤激励をよろしくお

願いいたします。 

 

 閉会あいさつはこれまで谷畑方夫副会長に担っていただきましたが、今回は見形和久会

長から「谷畑方夫副会長には塩谷町のトップランナーとして活躍されてこられました。後

任は青木修司委員となります。谷畑方夫副会長には今後ともいろいろな立場でご指導をい

ただきたい」と述べられました。 

 

 閉会後、実行委員により緑化推進のための苗木配布が行われました。今回はアジサイと

ハナモモでした。高原山麓に緑化推進運動が広がることを祈念いたします。 

  



皆様の御協力を賜り、第７回ふるさと高原山を愛

する集いが無事に開催できました。このような参加

者等との意見交換会形式は初めての開催でしたが、

今後の活動を模索するうえで大変貴重な機会とな

りました。参加者の皆様に感謝いたします。 

今回のご意見等を参考にさせていただき、来年度

の活動を検討していきたいと思いますので、今後と

も皆様のご協力とご参加をどうぞよろしくお願い

申し上げます。 

 

 

（備考） 

・ふるさと高原山を愛する集い実行委員参加者 

見形和久会長、谷畑方夫副会長、水野雅章、和気芳道、青木修司、和気仲男、宇賀神一

雄、小野﨑保男、手塚一信、倭文廣、井澤晴雄、小川正己、斎藤民枝、中山信子、杉本

宏之 

市川貴大（事務局長） 

 

・当日ボランティア 

 杉山太郎、栗田春奈、西川智善史、市川ファミリー 

 

 

（写真は和気仲男さん、市川貴大撮影） 

（この報告については雑誌しもつけの心にて連載予定です） 


